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6 月定例会のあらまし 
 

平成 28 年第 2 回（ 6 月）千早赤阪村議会定例会

は 5 月 24 日に開会し、5 月 24 日に条例改正、一

般会計補正予算など計 14 議案が提案され、それぞ

れ可決、委員会付託しました。6 月 9 日の最終日で

は、委員会付託 6 件、追加議案 1 件を可決し、一

般質問をもって17日間の定例会を閉会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  

 

楠木正成の 

イメージキャラ 

「まさしげくん」 

(千早赤阪楠公史跡保存会提供) 

 

  

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 

第 117 号 
平成 28年 8月 1日 

発行 千早赤阪村議会 
編集 議会広報編集委員会 
〒585-8501 
大阪府南河内郡 

千早赤阪村大字水分 180番地 
TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

楠木正成公を祀っている南木神社（建水分神社内） 

 

http://sankei.jp.msn.com/photos/entertainments/game/100308/gam1003081158000-p1.htm
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6 月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・報告第 １号  平成 27 年度千早赤阪村一般会計予算繰越明許費繰越計算書について ― 

・議案第 36 号 専決処分（千早赤阪村税条例等の一部を改正する条例）の承認を求める 即日原案承認 

  ことについて  

・議案第 37 号  専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 10 号）〕の 〃 

承認を求めることについて  

・議案第 38 号 専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村一般会計補正予算（最終）〕の承認 〃 

を求めることについて  

・議案第 39 号 専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予算（最 〃 

終）〕の承認を求めることについて  

・議案第 40 号 専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村介護保険特別会計補正予算（最 〃 

終）〕の承認を求めることについて  

・議案第 41 号  専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計補正予算 〃 

（最終）〕の承認を求めることについて  

・議案第 42 号  専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村下水道事業特別会計補正予算（最 〃 

終）〕の承認を求めることについて  

・議案第 43 号  専決処分〔平成 27 年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計補正予算 〃 

（最終）〕の承認を求めることについて  

・議案第 44 号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び千早 原案可決（全員） 

赤阪村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について  

・議案第 45 号 千早赤阪村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める 〃 

        条例の一部を改正する条例について  

・議案第 46 号 平成 28 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 1 号）について 〃 

・議案第 47 号 平成 28 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）につ 〃 

        いて  

・議案第 48 号 平成 28 年度千早赤阪村介護保険特別会計補正予算（第 1 号）につ 〃 

               いて  

・議案第 49 号 動産の取得について 即日原案可決 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、９月１日～９月 23日まで開催予定。 

第３回（９月）定例会の日程（予定） 
 月日 会議の内容 

９月１日 

(木) 

本会議 

(初日) 

議案上程、審議 

９月23日 

(金) 

本会議 

(最終日) 

追加議案上程、 

審議、一般質問 

 

※開会時間は、いずれも午前 10 時です。このほ

か、各委員会等も開かれます。日程は都合に

より変更となる場合がありますので、傍聴さ

れる方は事前に議会事務局へお問い合わせく

ださい。（TEL 0721-72-0081） 
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用
し
、
利
用
者
制
限
は
特
に
設

け
て
い
な
い
。
未
就
学
児
の
場

合
は
、
保
護
者
の
方
の
付
添
と
介

助
が
必
要
な
方
は
介
助
人
の
同
伴

を
お
願
い
す
る
。 

〔
デ
マ
ン
ド
方
式
に
つ
い
て
〕 

 

デ
マ
ン
ド
方
式
と
は
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
予
約
を
し
て
、
乗
車
す

る
方
式
で
あ
る
。 

○
予
約
に
つ
い
て 

 

ご
利
用
予
定
日
の
２
週
間
前
か

ら
２
営
業
日
前
ま
で
受
け
付
け
を

す
る
。 

○
運
行
時
間
に
つ
い
て 

午
前
９
時
か
ら
、
午
後
５
時
ま

で
の
目
的
地
へ
の
到
着 

○
運
行
車
両
に
つ
い
て 

 

８
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
を
使
用
す

る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

▼
廃
石
綿
（
飛
散
性
ア
ス
ベ

ス
ト
）
の
不
法
投
棄
に
つ
い

て 
 

5
月
25
日
、
村
内
で
ア
ス
ベ

ス
ト
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
、
府

と
村
で
速
や
か
に
撤
去
な
ど
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
周
辺
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
な
不
法
投
棄

を
発
見
し
た
。
周
辺
の
大
気
測
定

の
結
果
、
付
近
の
大
気
環
境
に
問

題
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
。
今
後
は
関
係
機
関
と
連
携

し
、
実
数
調
査
の
上
、
速
や
か
に

回
収
・
適
正
処
分
を
実
施
す
る
旨

報
告
が
あ
っ
た
。 

 

 

町
村
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
取
り
組
み
を
実
施
す
る
な
ど

分
権
時
代
に
対
応
し
た
活
性
化
方

策
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
町
村

議
会
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を

再
確
認
し
、
一
層
活
性
化
に
資
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 

 

▼
基
調
講
演 

「
地
方
議
会
の
役
割
と
改
革

の
行
方
」 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
江
藤
俊
昭
氏
の
講
演
で

は
、
町
村
議
会
の
突
破
力
と
課
題

と
題
し
て
、
先
駆
的
な
改
革
は
町

村
か
ら
始
ま
る
。
事
務
局
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。 

ま
た
、
そ
の
反
面
、
議
員
・
事

務
局
員
の
少
な
さ
や
十
分
な
委
員

会
数
が
確
保
で
き
な
い
。
活
動
に

限
界
が
あ
る
な
ど
指
摘
さ
れ
た
。 

「
住
民
自
治
の
根
幹
を
な
す
議

会
」
の
意
味
と
そ
の
作
動
と
は
、

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
地
域
経
営

の
自
由
度
、
地
域
独
自
の
特
色
を

見
出
す
こ
と
。
財
政
危
機
に
つ
い

て
は
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
選
択
と

集
中
が
大
事
で
あ
る
と
講
演
さ
れ 

 

全
員
協
議
会
報
告 

 
 ６

月
３
日 

開
催 

 ▼
平
成
28
年
度
新
地
域
公
共

交
通
実
証
運
行
に
つ
い
て 

 

運
行
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

27
年
度
の
実
証
運
行
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
運
行
計

画
を
策
定
。 

運
行
ル
ー
ト
や
停
留
所
の
設
置

場
所
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の
予
約
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
の
意
見

や
関
係
法
令
に
触
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
た
。 

実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
11

月
30
日
（
水
）
の
平
日
の
４
か

月
間
と
す
る
。 

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
定
路

線
・
予
約
型
の
デ
マ
ン
ド
方
式
と

も
無
料
と
す
る
。 

〔
定
路
線
方
式
に
つ
い
て
〕 

 

利
用
者
の
移
動
時
間
の
短
縮
の

た
め
、
小
吹
台
い
き
い
き
サ
ロ
ン

か
ら
オ
ー
ク
ワ
間
を
片
道
30
分

以
内
で
運
行
す
る
。 

○
運
行
時
間
に
つ
い
て 

 

午
前
９
時
か
ら
、
午
後
５
時
ま

で
の
１
日
８
往
復
を
予
定
し
て
い

る
。 

○
運
行
車
両
に
つ
い
て 

 

10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
を
使 

全
国
町
村
議
会
議

長
・副
議
長
研
修
会 

 

５
月
30
日
・
31
日 

開
催 

 

井
上
議
長
報
告 

 

東
京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

ー
ル
に
全
国
の
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
が
集
い
２
日
間
に

わ
た
り
「
地
方
議
会
の
役
割
と

改
革
の
行
方
」
「
わ
が
町
の
議

会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」

「
今
後
の
政
局
・
政
治
の
動
き

を
読
む
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
あ
っ
た
。 

         

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
地
域

の
自
主
性
及
び
自
立
性
の
高
ま
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
住
民

の
代
表
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
各
段

に
重
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

広報編集委員会 

委員長  田中 博治 
副委員長 徳丸 幸夫 
委 員  浅野 利夫 
委 員  山形 研介 
オブザーバー 

議 長  井上 昭司 

 

 

中野サンプラザホール 

た
。 田

中
副
議
長
と
と
も
に
、
２
日

間
と
い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、

有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。 

編集委員会風景 
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学校（園）での環境整備に係る
予算等について 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算の範囲内で順次措置してい
る 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６
月
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
質
問
し
た
議
員
の

責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

い
っ
ぱ
ん
質

問 

 

 

 

 

問 

答 

問 

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

充
実
の
た
め
に
は
、
学
校

（
園
）
の
環
境
整
備
は
大
き

な
要
因
で
あ
り
、
学
習
環
境

の
一
層
の
充
実
を
図
る
う
え

で
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。 

昨
年
度
は
、
小
学
校
の
通

常
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置

し
た
こ
と
は
南
河
内
地
区
で

は
初
め
て
で
、
環
境
整
備
に

努
め
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
。 今

後
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に

は
、
教
室
・
ト
イ
レ
・
玄

関
・
廊
下
等
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
き
れ
い
な
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
学
校
（
園
）

で
の
修
繕
費
等
も
含
め
、
環

境
整
備
に
係
る
予
算
の
現
状

を
伺
う
。 

答 

学
校
（
園
）
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
毎
年
予
算

編
成
時
に
各
学
校
園
か
ら
状

況
を
聴
取
し
、
大
掛
か
り
な

措
置
が
必
要
な
場
合
は
工
事

費
と
し
て
計
上
し
、
小
規
模 

 

な
修
繕
に
つ
い
て
は
修
繕
費

と
し
て
、
物
品
等
は
備
品
購

入
費
や
需
用
費
と
し
て
計
上

し
、
必
要
に
応
じ
て
予
算
の

範
囲
内
で
順
次
措
置
し
て
い

る
。 

問 

児
童
の
安
全
対
策
と
し

て
、
不
審
者
侵
入
、
予
防
に

つ
い
て
の
防
止
策
は
。 

答 

小
学
校
と
幼
稚
園
で

は
、
正
門
を
施
錠
し
て
、
児

童
の
安
全
に
努
め
て
い
る
。 

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
村

道
が
敷
地
内
を
通
っ
て
お

り
、
小
学
校
や
幼
稚
園
の
よ

う
に
で
き
て
い
な
い
。
日

頃
、
生
徒
に
は
不
審
者
対
策

の
指
導
を
す
る
な
ど
、
安
全

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 

施
設
設
備
の
改
善
・
修

理
に
つ
い
て
。 

①
児
童
ト
イ
レ
（
小
学
校
）

の
和
式
を
順
次
洋
式
へ
の
改

善
は
。 

②
中
学
校
校
門
の
修
理
は
。 

答 

①
和
式
を
好
む
者
も
い

る
が
大
規
模
な
改
造
な
ど
の

と
き
に
検
討
し
た
い
。 

  

山 形  研 介 議 員 

②
設
置
し
て
50
年
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老

朽
化
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
す

る
。 

問 

教
育
環
境
の
状
況
を
一

番
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
は

学
校
現
場
で
あ
り
、
学
校
裁

量
の
環
境
整
備
予
算
は
。 

答 

学
校
（
園
）
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の

聞
き
取
り
に
基
づ
く
特
定
の

使
途
の
た
め
の
予
算
と
、
あ

ら
か
じ
め
使
途
を
限
定
せ

ず
、
必
要
に
応
じ
て
支
出
す

る
た
め
の
予
算
が
あ
り
、
学

校
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
執

行
し
て
い
く
。 

要
望 

学
校
（
園
）
か
ら
の

要
望
は
多
く
あ
る
と
思
う
、

出
来
る
限
り
一
つ
で
も
早
く

執
行
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

 

 

 

中学校の正門 千早小吹台小学校 
（校庭内の水たまり） 
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千早地区の悪臭対策を 

今後も河内長野市と共同で対応したい 

子ども医療費助成の拡充と学校給食費の助成を 

学校給食費は他市町を参考に軽減 

 

関 口  ほづみ 議 員 

 
問 

答 

問 

千
早
地
区
の
悪
臭
は
、

地
区
住
民
に
と
っ
て
、
長
年

悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。 

過
去
に
も
対
策
を
求
め
て

質
問
し
て
き
た
が
、
改
善
さ

れ
な
い
。
地
区
住
民
の
み
な

ら
ず
、
金
剛
山
を
訪
れ
る
観

光
客
に
と
っ
て
も
、
印
象
が

悪
い
。 

 
登
山
口
に
立
っ
た
途
端

に
、
悪
臭
が
鼻
に
付
き
、
楽

し
み
も
半
減
さ
れ
る
。 

地
区
住
民
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
住
宅
の

窓
を
開
放
す
る
の
で
、
匂
い

も
ま
す
ま
す
気
に
な
る
。 

 

悪
臭
の
元
は
、
ト
ン
ネ
ル

を
超
え
河
内
長
野
市
に
所
在

す
る
肥
料
加
工
業
者
か
ら
の

も
の
で
、
河
内
長
野
市
・
大

阪
府
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

議
し
早
急
に
対
策
を
講
じ
る

よ
う
求
め
る
。 

 

村
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の

か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
伺
う
。 

答 

以
前
よ
り
千
早
地
区
に

隣
接
す
る
小
深
地
区
で
操
業

し
て
い
る
肥
料
工
場
か
ら
、

風
向
き
に
よ
り
臭
気
が
漂
う

旨
の
苦
情
を
受
け
て
お
り
、

河
内
長
野
市
と
共
同
し
、
施

設
の
立
ち
入
り
検
査
や
指
導 

 

に
あ
た
っ
て
き
た
。
平
成
25

年
の
立
ち
入
り
調
査
時
に

は
、
出
入
り
口
に
ダ
ク
ト
の

設
置
を
行
い
、
臭
気
分
解
装

置
ま
で
の
配
管
工
事
を
行
う

よ
う
指
導
し
、
工
事
は
完
了

し
て
い
る
。
定
期
的
に
臭
気

測
定
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
８
年
以
降
の
測
定
に
つ
い

て
は
、
基
準
値
以
上
の
数
値

は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

し
か
し
、
千
早
地
区
に
悪

臭
が
漂
う
の
で
、
河
内
長
野

市
と
共
同
し
対
応
し
た
い
。 

問 

25
年
以
降
、
改
善
を
求

め
た
の
か
。
ま
た
村
と
し

て
、
改
善
を
求
め
て
き
た
の

か
。 

答 

今
後
も
指
導
権
限
の
あ

る
河
内
長
野
市
と
共
同
し
対

応
し
た
い
。 

要
望 
直
接
被
害
を
被
っ
て

い
る
村
と
し
て
、
直
接
業
者

に
改
善
を
求
め
る
。 

   

問 

全
国
で
人
口
減
少
が
加

速
し
、
国
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
を

各
市
町
村
に
義
務
付
け
、
全

国
で
人
口
増
加
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

 

村
で
も
今
年
２
月
「
千
早

赤
阪
村
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ

れ
た
が
人
口
は
減
少
す
る
一

方
だ
。 

 

昨
年
３
月
末
現
在
の
村
人

口
は
５
７
１
５
人
だ
が
、
今

年
３
月
末
現
在
に
は
、
５
５

６
７
人
に
減
少
し
た
。 

一
方
平
成
27
年
度
出
生
数
は

23
人
で
前
年
度
、
15
人
に
比

べ
、
若
干
増
え
希
望
が
あ

る
。 

 

こ
の
際
、
近
隣
で
は
実
施

し
て
い
な
い
、
子
育
て
支
援

策
で
現
役
世
代
の
人
口
増
加

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。 

そ
の
た
め
に 

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高

校
卒
業
ま
で
実
施
す
る
こ

と
。 

②
学
校
給
食
費
の
助
成
を
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

答
（
村
長
）
村
の
将
来
人
口

６
０
０
０
人
を
展
望
し
、
子

育
て
支
援
等
、
鋭
意
努
力
し

て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費 

 

は
、
所
得
制
限
な
し
で
義
務

教
育
終
了
ま
で
実
施
し
て
お

り
、
現
時
点
で
拡
充
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。 

（
教
育
長
）
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
、
無
料
化
は
考
え
て

い
な
い
が
、
村
の
過
疎
化
対

策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
子

育
て
支
援
が
で
き
る
の
か
、

村
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

問 

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
伺
う
。 

答 

他
市
町
の
保
護
者
負
担

を
参
考
に
軽
減
を
図
り
た

い
。 

要
望 

平
成
27
年
度
こ
ど
も

医
療
費
の
う
ち
、
３
３
０
万

円
が
不
要
に
よ
る
減
額
補
正

さ
れ
た
。
高
校
卒
業
ま
で
拡

充
す
る
の
に
、
約
１
８
０
万

円
あ
れ
ば
実
施
で
き
る
。
村

で
の
拡
充
を
要
望
す
る
。 

  

 

問 

答 

 
 

 

千早地区 
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「遊休財産の有効利用又は処分の 
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奉建塔、スイセンの丘、周辺の土地利用計画は 

歴史観光拠点として整備を進める 

 
 

 

 

 

 

問 

答 

問 

平
成
25
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
村
づ
く
り
経
営
計

画
」
に
は
、
「
村
が
利
用
し
て

い
な
い
土
地
、
建
物
を
売

却
・
貸
付
を
行
う
。
村
が
有

効
活
用
を
行
う
」
と
示
さ
れ

て
い
る
。 

そ
の
候
補
地
に
、
分
校
跡

地
、
小
吹
台
方
転
地
、
旧
千

早
小
学
校
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。 分

校
跡
地
に
は
、
隣
接
地

と
の
境
界
が
確
定
し
て
い
な

い
こ
と
、
接
続
す
る
村
道
森

屋
桐
山
線
の
幅
員
が
足
り
な

い
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
消
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
す

る
。 小

吹
台
方
転
地
は
現
在
通

園
・
通
学
バ
ス
の
方
転
地
、

運
動
会
の
時
の
駐
車
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
売
却
・
貸
付
を
行
う

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

旧
千
早
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
昨
年
２
月
に
同
校
区
の

５
区
長
か
ら
「
有
効
活
用
に

関
す
る
要
望
書
」
が
出
さ

れ
、
昨
年
７
月
に
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
協

議
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

 

問 

答 

答 

分
校
跡
地
の
境
界
確
定

に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
協

力
が
得
ら
れ
ず
、
本
年
１
月

に
大
阪
法
務
局
に
筆
界
特
定

申
請
書
を
提
出
し
、
３
月
に

筆
界
調
査
委
員
に
よ
る
実
地

調
査
が
行
わ
れ
た
。 

現
在
、
筆
界
特
定
登
記
官

に
よ
り
、
確
定
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
半
年
か

ら
９
か
月
を
要
す
る
と
聞
い

て
お
り
、
現
在
そ
の
判
定
を

待
っ
て
い
る
。 

森
屋
桐
山
線
の
幅
員
確
保

に
つ
い
て
は
、
一
件
の
地
権

者
と
の
交
渉
が
難
航
し
て
お

り
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。 旧

千
早
小
学
校
に
つ
い
て

は
施
設
整
備
を
行
う
場
合
、

現
在
の
村
道
で
は
、
開
発
基

準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
他
に
も
整
理
す
べ
き

課
題
が
あ
る
。
今
後
も
協

議
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。 小

吹
台
方
転
地
は
平
成
28

年
度
中
に
策
定
す
る
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

な
か
で
検
討
す
る
。 

問 

村
は
昨
年
ス
イ
セ
ン 

の
丘
の
土
地
を
購
入
し
た
。

隣
接
す
る
奉
建
塔
、
く
す 

の
き
ホ
ー
ル
周
辺
の
土
地 

利
用
計
画
は
ど
う
進
め
る 

の
か
。 

答 

奉
建
塔
周
辺
の
土
地 

利
用
に
つ
い
て
は
、
第
４ 

次
総
合
計
画
の
最
重
点
目 

標
に
掲
げ
て
い
る
「
人
口 

の
維
持
」
「
地
域
の
活
性

化
」
を
推
進
す
る
た
め
、

「
交
流
人
口
増
加
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
」
に
位
置
づ
け
、 

歴
史
観
光
拠
点
整
備
の
取 

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。 

 

村
で
は
、
関
係
部
門
の 

職
員
に
よ
り
、
土
地
利
用 

の
検
討
を
重
ね
、
本
年
３ 

月
に
「
（
仮
称
）
奉
建
塔

 

周
辺
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー 

ン
整
備
構
想
」
と
し
て
整 

理
し
た
。 

 

現
在
、
村
で
は
新
庁
舎 

建
設
が
最
優
先
案
件
で
あ 

る
の
で
、
そ
の
進
捗
状
況 

や
今
後
の
財
政
負
担
を
勘 

案
し
な
が
ら
、
具
体
的
な 

計
画
に
つ
い
て
検
討
を
進 

め
る
。 

清 井  浩 議 員 

 
   

奉建塔 スイセンの丘 
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庁舎建設は村民の立場で 

様々な意見を踏まえ、検討する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

徳 丸 幸 夫 議 員 

 

問 

役
場
の
建
て
替
え
が
広

報
等
で
村
民
に
知
ら
さ
れ
る

な
か
で
、
「
く
す
の
き
ホ
ー

ル
を
つ
ぶ
す
の
は
も
っ
た
い

な
い
」
「
く
す
の
き
ホ
ー
ル

周
辺
は
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
」

「
身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎

に
」
「
役
場
の
建
て
替
え
は

現
在
地
で
」
等
々
、
様
々
な

意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。 こ

う
い
う
意
見
や
要
望
が

出
る
こ
と
自
体
、
庁
舎
建
設

は
、
計
画
の
当
初
か
ら
、
十

分
に
検
討
さ
れ
ず
に
提
案
さ

れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
特
に
現
計
画
で
は
当
初

予
定
し
て
い
た
約

10
億
円

が
、
村
の
予
算
規
模
に
匹
敵

す
る
29
億
円
に
膨
れ
上
が
っ

て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら

か
で
は
な
い
か
。 

 

こ
こ
に
は
、
松
本
村
長
の

政
治
姿
勢
と
し
て
、
村
民
の

目
線
に
立
っ
て
検
討
し
て
こ

な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
。
役
場
は
「
く
す
の
き

ホ
ー
ル
と
資
料
館
を
取
り
壊

し
て
建
て
る
」
と
軽
い
気
持

ち
で
方
針
を
出
し
た
の
で
は

な
い
か
。 

庁
舎
建
設
検
討
委
員
の
な

か
に
は
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル 

問 

答 

を
つ
ぶ
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
決
断
を
よ
う
し
な
い
と

い
う
意
見
が
出
て
い
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
こ
と
の
重
大

性
は
あ
き
ら
か
だ
。 

庁
舎
の
建
て
替
え
は
、
村

に
と
っ
て
は
、
一
大
事
業

だ
。
各
小
学
校
区
ご
と
の
説

明
会
は
実
施
し
た
が
、
こ
の

際
、
再
検
討
、
見
直
し
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
各
地
区
ご

と
の
説
明
会
も
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

庁
舎
は
今
後
、
50
年
１
０

０
年
と
孫
子
の
代
ま
で
使
う

も
の
だ
。
村
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
も
実
施
を
し
、
完

成
が
１
～
２
年
遅
れ
た
と
し

て
も
、
村
民
の
多
く
が
使
い

や
す
く
、
い
い
庁
舎
だ
と
納

得
で
き
る
も
の
に
す
べ
き
で

は
な
い
か 

以
下
、
次
の
こ
と
を
お
聞

き
す
る
。 

①
色
々
と
出
さ
れ
て
い
る
村

民
の
要
望
、
意
見
に
ど
う
応

え
る
か
、
具
体
的
手
だ
て

は
。 

②
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
5

月
19
日
の
議
会
特
別
委
員
会

の
後
で
、
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
に
報
告
、
検
討
し
た
報

告
を
受
け
た
が
、
順
序
が
逆 

 
事
に
つ
い
て
は
、
既
存
擁
壁

の
不
適
格
に
よ
る
つ
く
り
か

え
や
排
水
処
理
機
能
を
確
保

す
る
た
め
の
排
水
施
設
の
整

備
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。 

④
利
便
性
の
低
下
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
転
入
・
転
出

な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
あ
ち
こ
ち
回
る
必
要
が

あ
る
。 

⑤
熊
本
地
震
の
よ
う
に
行
政

機
能
が
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
、

住
民
へ
の
影
響
は
非
常
に
大

き
い
。
丁
寧
な
説
明
を
し
な

が
ら
、
出
来
る
だ
け
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。 

問 

議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ

た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
急

き
ょ
住
民
へ
の
説
明
会
を
開

く
こ
と
に
な
っ
た
経
過
と
理

由
は
。 

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
は
、

原
案
で
と
い
う
結
論
を
出
し

た
が
、
も
と
も
と
担
当
課
主

導
で
、
つ
ま
り
村
長
の
意
向

で
、
先
に
結
論
あ
り
き
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
庁
舎

建
設
は
、
原
案
で
い
く
の

か
、
代
替
案
の
①
、
②
で
い

く
の
か
、
村
長
の
今
の
考
え 

 

は
。 ま

た
、
各
地
区
ご
と
の
住

民
説
明
会
を
開
く
べ
き
だ
と

思
う
が
。 

答 

四
月
の
時
点
で
、
あ
ま

り
に
も
費
用
が
か
か
る
の

で
、
ど
の
計
画
案
で
い
く
の

か
は
、
住
民
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て
決
定
し
た
い
。 

要
望 

庁
舎
は
今
後
長
い
間

利
用
す
る
も
の
だ
。
ま
た
、

昨
今
の
地
震
、
風
水
害
、
地

滑
り
等
の
災
害
か
ら
住
民
の

命
や
暮
ら
し
を
守
る
拠
点
と

し
て
の
十
分
な
機
能
を
果
た

せ
る
よ
う
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
、
住
民
の

目
線
に
立
っ
て
検
討
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。 

    

 

で
は
な
い
の
か
、
説
明
を
求

め
る
。 

③
基
本
計
画
を
進
め
る
過
程

で
想
定
し
な
か
っ
た
工
事
が

発
生
」
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
ん
な
も
の
か
。 

④
く
す
の
き
ホ
ー
ル
を
取
り

壊
し
て
庁
舎
を
建
て
替
え
る

理
由
の
一
つ
に
、
「
行
政
機

能
の
分
散
に
よ
る
住
民
利
便

性
の
低
下
」
を
述
べ
て
い
る

が
、
村
民
は
便
利
が
悪
い
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。
村
民

の
意
向
を
調
査
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し

た
の
か
。 

⑤
庁
舎
建
設
が
、
予
定
よ
り

１
～
２
年
遅
れ
た
と
し
て

も
、
時
間
を
か
け
て
村
民
の

多
く
が
納
得
で
き
る
も
の
に

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。 

答
①
住
民
説
明
会
を
行
っ
た

が
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
十
分
に
検
討
を
行

い
た
い
。 

②
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

は
、
５
月
19
日
の
見
直
し
の

説
明
を
行
っ
た
。
色
々
と
意

見
は
あ
っ
た
が
、
一
定
の
理

解
は
得
ら
れ
た
。 

③
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
工 
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本年度の新地域公共交通の実証運行は 

本年 8 月より、無料にて 4 か月間 
試行運行実施する 

来年度の供用開始をめざしている 

国道 309 号バイパスの進捗状況は 

 

 

問 

答 

田 中  博 治 議 員 

問 

本
村
の
公
共
交
通
体
系

は
、
民
間
２
社
に
よ
る
バ
ス

路
線
の
み
で
あ
り
、
最
寄
り

の
バ
ス
停
ま
で
遠
く
離
れ
て

お
り
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
網

の
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
昨
年
度
の
実
証
実

験
の
結
果
、
こ
れ
を
踏
ま
え

た
本
年
度
の
実
証
運
行
で
の

改
善
点
と
運
行
概
要
に
つ
い

て
伺
う
。 

答 

概
要
と
し
て
は
、
８
月

１
日
か
ら

11
月
30

日
の
４

か
月
間
の
平
日
を
実
施
期
間

と
し
、
小
吹
台
い
き
い
き
サ

ロ
ン
と
オ
ー
ク
ワ
を
30
分
で

つ
な
ぐ
定
路
線
方
式
と
予
約

に
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
方

式
の
２
つ
の
方
式
で
運
行

し
、
利
用
料
金
は
無
料
、
年

齢
制
限
は
設
け
ず
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

 

ま
た
、
定
路
線
方
式
は
、

一
日
８
往
復
を
予
定
し
て
い

る
。 

 

運
行
車
両
に
つ
い
て
は
、

運
転
者
を
含
め
、
10
人
乗
り

の
ワ
ゴ
ン
車
を
一
台
購
入

し
、
運
行
す
る
。 

問 

今
回
の
実
証
運
行
で
は

デ
マ
ン
ド
方
式
を
追
加
し
、

２
つ
の
方
式
で
運
行
す
る
よ

う
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 

答 

昨
年
度
は
、
す
べ
て
の 

公
共
交
通
空
白
地
を
繋
ぐ
形

で
運
行
し
た
。 

 

今
回
の
定
路
線
は
、
前
回

の
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
し
、

利
用
目
的
の
ほ
と
ん
ど
が
オ

ー
ク
ワ
へ
の
買
い
物
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
増

加
を
図
る
た
め
、
村
内
の
公

共
施
設
に
停
留
所
を
設
け

た
。
ま
た
、
実
証
運
行
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
オ
ー
ク
ワ

ま
で
の
運
行
距
離
や
移
動
時

間
が
長
い
と
の
意
見
が
多
か

っ
た
た
め
、
約
30
分
で
繋
ぐ

よ
う
に
コ
ー
ス
を
短
縮
し
改

善
を
図
っ
た
。 

 

今
回
追
加
し
た
デ
マ
ン
ド

方
式
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

送
迎
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
、

公
共
交
通
空
白
地
に
停
留
所

を
設
け
た
。 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ

り
・
く
す
の
き
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
森
屋
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
定
路
線
の
コ

ー
ス
の
短
縮
化
に
伴
い
、
補

完
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ

る
た
め
運
行
す
る
こ
と
に
し

た
。 

問 

一
般
国
道
３
０
９
号
は

大
阪
市
か
ら
南
河
内
地
域
を

経
由
し
、
三
重
県
熊
野
市
に

至
る
延
長
約
１
５
０
㎞
の
幹

線
道
路
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
村
内
の

国
道
３
０
９
号
は
沿
道
に
赤

阪
小
学
校
や
連
た
ん
し
た
住

居
が
あ
り
、
大
型
車
両
が
通

行
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歩
道
が
未
整
備
で
道
路
幅
員

も
狭
小
の
た
め
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
通
行
に
著
し
く
支

障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
及
び
将

来
の
交
通
需
要
の
増
加
に
対

処
す
る
た
め
に
、
府
で
は
、

国
道
３
０
９
号
河
南
赤
阪
バ

イ
パ
ス
の
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

現
在
、
大
阪
府
は
河
南
町

の
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ク
ワ
周
辺

か
ら
、
川
野
辺
の
府
道
柏
原

駒
ヶ
谷
千
早
赤
阪
線
と
の
交

差
部
ま
で
の
間
、
約
７
０
０

ｍ
の
工
事
を
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
現

在
府
が
工
事
を
進
め
て
い
る

２
期
区
間
の
完
成
時
期
に
つ

い
て
伺
う
。 

答 

国
道
３
０
９
号
河
南
赤

阪
バ
イ
パ
ス
整
備
は
、
大
阪 

  

府
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
「
事
業
休
止
」
と
な
っ

て
い
た
が
、
平
成
23
年
度
末

の
大
阪
府
都
市
整
備
中
期
計

画
で
二
期
区
間
に
つ
い
て
は

「
工
事
再
開
」
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
平
成
24
年

～
25
年
度
に
埋
蔵
文
化
財
調

査
を
実
施
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
本
格
的
に
道
路
改
良
工

事
に
着
手
し
た
。
現
在
は
バ

イ
パ
ス
と
立
体
交
差
す
る
河

南
町
道
の
地
下
化
工
事
や
水

路
の
改
修
工
事
を
ほ
ぼ
終

え
、
路
側
擁
壁
の
築
造
、
盛

土
工
事
を
進
め
て
い
る
。 

 

道
路
改
良
工
事
の
完
了

後
、
道
路
舗
装
工
事
、
交
通

安
全
施
設
工
事
を
順
次
進

め
、
平
成
29
年
の
供
用
開
始

を
め
ざ
し
て
い
る
。 

 

問 

答 

 

 

 

 

工事が進む 309 号 
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新庁舎建設について 

 

 

 

 

 

 

 

擁壁等の課題で、建設費用が高騰した 
ため、再検討する 

「食品ロス」削減に向けての取り組みは 
 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食の食べ残しがあり、食育指導している 
災害用備蓄品は防災訓練時に使用している 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

浅 野  利 夫 議 員 

 

 

 

 

問 

答 

 

問 

５
月
19

日
に
開
催
さ

れ
た
第
２
回
庁
舎
建
設
特
別

委
員
会
で
「
新
庁
舎
の
現
状

と

今

後

の

進

め

方

（

素

案
）
」
が
説
明
さ
れ
た
。 

 

そ
こ
で
は
説
明
の
み
で
質

疑
応
答
は
な
く
、
27
日
の
第

３
回
特
別
委
員
会
で
質
疑
を

踏
ま
え
た
説
明
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、
５
月
27
～
29
日

に
掛
け
て
住
民
説
明
会
も
実

施
さ
れ
た
が
、
全
て
の
会
場

に
出
席
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
建
設
計
画
の
見
直
し
に

至
っ
た
経
緯
や
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。 

① 

何
故
、
急
に
計
画
の
見

直
し
が
必
要
と
な
っ
た

の
か
。
主
な
理
由
は
。 

② 

想
定
外
の
工
事
は
当
初

案
で
は
把
握
で
き
な
か

っ
た
の
か
。 

③ 

く
す
の
き
ホ
ー
ル
周
辺

と
し
て
決
定
し
て
い
た

も
の
を
、
変
更
す
る
に

は
検
討
委
員
会
の
承
諾

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

④ 

住
民
説
明
会
で
は
、
何

人
参
加
さ
れ
た
の
か
。

ど
の
よ
う
な
意
見
が
で

た
の
か
。 

答 

① 

昨
年
10
月
に
基
本

設
計
等
の
業
務
委
託
契
約
を 

締
結
し
た
。
そ
の
後
、
施
設

の
概
要
が
固
ま
っ
て
き
た
こ

と
。
開
発
許
可
等
の
法
令
規

制
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協

議
の
中
で
、
擁
壁
等
の
課
題

が
判
明
し
、
課
題
へ
の
対
応

や
新
庁
舎
建
設
に
係
る
概
算

費
用
が

29

億
円
と
な
っ

た
。 

② 

擁
壁
の
安
全
性
は
目
視

で
判
断
で
き
ず
、
３
月
に
既

存
擁
壁
の
コ
ア
抜
き
調
査
や

土
質
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
が
判
明
し
た
の
が
３
月
末

で
あ
る
。 

③ 

５
月
19
日
に
第
９
回
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
計
画

見
直
し
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
委
員
か
ら
は
様
々
な
意

見
が
で
た
が
、
財
政
規
模
等

を
勘
案
し
、
見
直
し
に
つ
い

て
理
解
を
し
て
も
ら
っ
た
。 

④ 

３
日
間
の
住
民
説
明
会

に
は
３
１
０
人
の
方
が
参
加

さ
れ
た
。
主
な
意
見
は
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
に
対
す
る

批
判
や
建
設
場
所
に
つ
い
て

も
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
周

辺
、
現
庁
舎
で
の
建
て
替
え

な
ど
の
意
見
や
、
ま
た
保
健

セ
ン
タ
ー
を
庁
舎
に
し
て
は

ど
う
か
な
ど
、
新
た
な
提
案

も
あ
っ
た
。
参
加
者
も
限
ら 

 

 

問 

答 

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
幅

広
く
意
見
収
集
す
る
方
法
を

検
討
し
た
い
。 

問 

住
民
説
明
会
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

答 

７
月
号
の
広
報
紙
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
説
明
会
で

の
主
な
意
見
を
掲
載
す
る
予

定
。
７
月
中
に
新
た
な
意
見

募
集
を
行
い
、
代
替
案
を
検

討
し
、
再
度
、
住
民
説
明
会

や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
今
年
度
中
に
最
終
案
を

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

 

農
林
水
産
省
の
資
料
で

は
、
年
間
６
４
２
万
ト
ン
が

食
品
ロ
ス
と
し
て
推
計
さ
れ

て
い
る
。
食
糧
自
給
率
が

40
％
を
切
っ
た
日
本
で
多
く

の
輸
入
に
頼
り
な
が
ら
、
大

量
の
食
品
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、 

① 

本
村
の
学
校
給
食
で
の

食
品
ロ
ス
の
発
生
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

② 

災
害
用
備
蓄
品
の
賞
味

期
限
切
れ
の
扱
い
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
伺
う
。 

答 

① 

学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
調
理
時
に
お
け
る

食
品
ロ
ス
は
な
い
。
毎
日
の

「
食
べ
残
し
」
は
あ
り
、
そ

の
量
を
把
握
し
、
食
育
指
導

し
て
い
る
。 

② 

災
害
用
備
蓄
品
は
、
賞

味
期
限
の
近
い
物
資
に
つ
い

て
は
、
毎
年
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
て
も
ら
っ
た
住
民
に

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

地
区
で
の
防
災
訓
練
に
も
要

請
が
あ
れ
ば
提
供
し
て
い

る
。
可
能
な
限
り
有
効
活
用

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
残

っ
た
物
資
に
つ
い
て
は
、
止

む
を
得
ず
廃
棄
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。 

 

 

問 

食
べ
ら
れ
る
状
態
な
の

に
捨
て
ら
れ
る
食
品
ロ
ス
は

家
庭
や
ス
ー
パ
ー
・
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

現
庁
舎
は
、
築
54
年

で
老
朽
化
し
、
耐
震

化
さ
れ
て
い
な
い
。 
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・
近
畿
会
長
会
議 

・
平
和
大
行
進 

・
学
校
給
食
理
事
・
運
営 

委
員
会 

・
議
員
協
議
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
中
日
本
会
長
会
議 

・
制
度
運
営
検
討
委
員
会 

・
全
国
会
長
会
議 

・
大
阪
府
町
村
議
員
セ
ミ 

ナ
ー 

・
月
例
監
査 

・
海
外
派
遣
事
業
壮
行
会 

議
会
活
動
日
誌 

 
 
 

 
    

・
議
員
協
議
会 

・
憲
法
記
念
日
知
事
表
彰

式 

・
農
業
委
員
会 

・
三
地
区
合
同
正
副
議
長 

研
修
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
南
河
内
郡
議
長
会
総
会 

・
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会 

・
村
人
権
協
議
会
総
会 

・
大
阪
府
町
村
議
長
会
役

員
会
・
定
例
総
会 

・
第

2

回
議
会
定
例
会

(

初
日) 

・
富
田
林
商
工
会
総
代
会 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
月
例
監
査 

・
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会 

・
防
火
協
会

50

周
年
記

念
式
典 

・
新
庁
舎
建
設
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
住
民
説

明
会 

・
全
国
正
副
議
長
研
修
会 

  

 

5 
月 

 

2
日 

6
日 

 

9
日 

11
日 

 

17
日 

18
日 

19
日 

20
日 

23
日 

 

24
日 

  

25
日 

26
日 

 

27
日 

  
 

27
日 

 

29
日 

30
日 

31
日 

 

 

7 

月 

 

1
日 

4
日 

  

5
日 

7
日 

8
日 

19
日 

 

20
日 

25
日 

 

26
日 

29
日 

 

・
第
2
回
村
都
市
計
画 

審
議
会 

・
全
国
会
長
会
議 

・
全
員
協
議
会 

・
議
員
協
議
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
振
興
協
会
理
事
会 

・
第

2

回
議
会
定
例
会

（
最
終
日
） 

・
山
ゆ
り
作
業
所
総
会 

・
千
早
赤
阪
村
長
選
挙 

告
示 

・
千
早
赤
阪
村
長
選
挙 

 

投
開
票 

・
保
健
推
進
協
議
会 

・
月
例
監
査 

・
楠
公
史
跡
保
存
会
総
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

  

 
 

6 

月 
 

1
日 

  

3
日 

  
6
日 

  

9
日 

 

11
日 

14
日 

 

19
日 

 

22
日 

24
日 

26
日 

27
日 

  

南
北
朝
時
代
六
十
九
代
後
醍
醐
天

皇
に
忠
義
を
貫
き
、
倒
幕
に
成
功
し

た
「
楠
木
正
成
は
、
千
早
赤
阪
村
の

地
で
誕
生
し
た
武
士
」
で
あ
っ
た
。 

本
年
四
月
、
天
皇
・
皇
后
陛
下
主

催
の
「
春
の
園
遊
会
」
に
招
か
れ
皇

居
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
幸
と
い
う

か
、
偶
然
に
も
両
陛
下
が
お
近
寄
り

下
さ
り
「
千
早
赤
阪
村
の
楠
木
正
成

生
誕
の
地
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
」
と

申
し
上
げ
ま
す
と
皇
后
さ
ま
が
名
札

を
見
ら
れ
「
千
早
赤
阪
村
で
す
ね
」

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
自
然
に
楠

公
史
跡
保
存
会
で
楠
公
祭
や
千
早
城

跡
、
赤
坂
城
跡
の
清
掃
活
動
の
お
話

を
申
し
上
げ
ま
す
と
「
大
変
で
す

ね
。
ご
苦
労
様
で
す
。
」
と
ね
ぎ
ら
い

の
お
言
葉
。
皇
太
子
殿
下
か
ら
も

「
二
重
橋
の
向
う
に
、
楠
木
正
成
公

の
銅
像
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
」
の
お
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

天
皇
系
の
歴
史
、
今
か
ら
約
六
百

八
十
年
以
前
の
大
楠
公
の
遺
徳
を
現

在
の
皇
族
方
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
こ
と
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。 

村
の
歴
史
の
偉
人
「
楠
木
正
成
」

は
村
の
宝
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
若

い
人
々
に
如
何
に
伝
え
て
い
く
の
か

が
私
た
ち
の
責
務
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。  

 
 
 
 
 
 

井
上 

昭
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園
遊
会
に
招
か
れ
て 

～ ～ 


